
言霊よもやま話　 和器なる書評

六大伝説＜猿蟹合戦＞

「猿蟹合戦とバベルの塔の神話は、同じ物語だった」
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小笠原孝次先生が紐解く

仏教と言霊の世界

　猿が柿の種を持っていて、蟹のむ

すびと交換した。猿はむすびを食べて

しまったが、蟹は種を蒔いて柿の木を

育てた。猿を国津神猿田彦と云う。

猿の古代語はシラ（マシラ）であって

知識を顕わす手段、すなわち言葉で

ある。猿を申（まをす）と書けば、また

言葉である。柿の種は神気の種で

あって、これまた言葉の義である。但

し、国津神の言葉は発生した儘の自

由無秩序無法則のものであって、此

処から蟹との葛藤が始まる。

　蟹は神に似た動物である。アオウ

エイ、ワヲウエヰの（母音・半母音）

を二本の手に、カサタナハマヤラの

父韻を八本の脚にして布斗麻邇に

似ているから神似と云う。むすびは

産霊で、父母音を結んで子音を生む

道が布斗麻邇である。猿は、折角、

蟹から教わった産霊の原理を意味

なく食べてしまったが、蟹は自分の姿

である布斗麻邇に合わせて無秩序

無法則の柿の種である世界の言葉

を大切に育てて行った。

　やがて見事に整理され合理化さ

れた柿の実が稔った。言葉即道理

である言語である。其処へまた猿が

やって来て、熟した柿の実を食べて、

未熟な渋柿を投付けて蟹を殺してし

まった。蟹が猿に殺される事は今日

迄の人類の宿業である。「エホバ言

たまひけるは、視よ民は一つにして皆

一つの言葉を用ふ。……去来我等

彼処にて彼等の言葉を乱し、互いに

言語を通ずることを得ざらしめんと、

エホバ遂に彼等を彼処より全地の

表面に散じたまへり。

　……是故に其名をバベル（乱）と

呼ばる」（創世記十一章）

　殺された蟹の子が歎いている所

へ蜂と玉子と臼とが来て敵討ちを約

束した。蜂は「蜂の比礼」と云う古

（神）代文字である。玉子は言霊摩尼

宝珠、そして臼は言霊布斗麻邇を操

作する法である。これを臼（碓）女

（宇受売）と云う。言霊エ、イを以て

言霊ア、オを動かして行く。その中軸

がウ、ス（臼・宇受）である。以上の三

つは蟹（神似）そのものである布斗

麻邇の更に精しい内容に外ならな

い。この蜂と玉子と臼が猿の住家へ

出かけて行って、猿を降参させて、

今まで自分がやった事は悪かったと

改悛して蟹にあやまらせた。この後再

び猿の不完全な言葉が、その哲学や

宗教が人類の言葉、即ロゴスを淆乱

す事がなくなった。

手前味噌であるが、この度弊社より「神道から観た仏

教三部書」がめでたく刊行の運びとなった。「言霊学入

門者必読の書」である。最適な書評として、監修者の言

を要約させていただく。なぜ本書を世に出すのか、また、

なぜこの三点が先師小笠原孝次先生に選ばれ、言霊

学の前提となるのか、本書の中身を抵抗なく受け入れて

いただくために、まずその説明をしたい。

　先師は、予てより仏教の中に言霊の前提となる教えが

あり、それを学ぶことが言霊をしかと掴むために必須である

と説いていた。言霊の入り口「中今」の把握とは、天地開

闢の正に瞬間「永遠の今」を体認することであり、仏教の

「空」や「悟り」であり、他の教義もそうだが、まずは自己自

身が囚われの世界から救われなくてはならない。そのため

の方法論が仏教にあるというわけだ。実際、古神道や言

霊の教えにそれはない。言霊学は元々、既に「それ」を掴

んだ人間を相伝の対象としているからだ。不親切な話で

あるが、そのような事情であれば、手掛かりは他に見つける

しかない。その一つが仏教で、なかでも『法華経』『歎異

抄』『無門関』の三つに、最も端的にその中身が詰まって

いると先師は考えた。それぞれに独自の解説を加え、この

仏教三部書は求道者向けに一応の完成を見たといえる。

まず『法華経』であるが、地獄界から仏界までの「十

界」に「階層性」という概念を見ることができる。地獄界

はどこまでも地獄で、菩薩界や仏界とは交わらない、なぜ

なら階層が異なるからだ。そうした様相を人類全体、そし

て一個人に見いだせる。修羅の時もあれば、菩薩の眼

差しもあるという具合に。その全体を俯瞰し、見極め、そこ

から抜け出すことで新たな世界観を得ることがある。それ

を初期の悟りと言ってよい。十界を五階層に整理すると、

即ちそれは「アイウエオ」で、その五音が「ア」言霊に集

約され、「南無阿弥陀仏」と唱える時「善人なおもって

往生を遂ぐ、いわんや悪人をや」が成就すると親鸞は

『歎異抄』で説いた。さらに『無門関講話』では先の階

層性に加え、父韻が持つ位相性の概念を詳しく紹介し

ている。四十八の公案が登場し、「四十八」はいわば、

父韻、母音、子音を含めた言霊の完成数であり、念仏

は当然のこと、結局は禅の祖師たちも、意識的ではない

にしろ、言霊を公案そのもの、あるいは公案の全体系の

中に封じたといえる。

とりわけ『無門関』に対する先師の思いは特別で、師

自らがかつて趙州の「無字」に参じることで言霊の入口

「中今」の門を叩くことができたからだ。公案に命懸けで

取り組んだありし日の師の直向きな姿が偲ばれる。

日本は神話の国であるが、奈良時代以降、政策的に

仏教国を目指したこともあり、仏教を基にした芸術や教義

が今もこの国に根付いている。だから、馴染みのある仏教

の説明知で言霊を理解してもらおうというのが先師の狙

いだった。それは師に始まったことではなく、聖徳太子が仏

教を取り入れたのも同じ理由だったと感じられる。仏教を

学ぶことで、かえって神道の理解が深まると考えていたふ

しがある。さらに太子の狙いは、仏教の導入により、神道

布斗麻邇の原理をある時代まで隠すことだった。然るべき

時期に当初の意図の実現を「誰か」に託したのではない

か。当初の意図とは、すなわち天津日嗣の世界経綸であ

り、仏陀の入涅槃と出涅槃であると先師は語っているが、

その「誰か」とは、ひょっとして師のことではなかったろうか。

本書を読めばお判りのように、先師は決して仏教と言

霊を混同させてはいない。仏教のマトリクスや階層知に

仮託して言霊を語ったのである。仏教が決して言葉にし

なかったこと、それが本書を通じて明らかになるであろう。
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出典：http://www.abaxjp.com/babeltower/babeltower.html
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布斗麻邇五十音図は魂を写す鑑（かがみ）で
ある。五十音図の配列によって様々な人生観、
世界観などの範疇を端的に示すことができる。
五十音によって写し出される。




